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医薬における左手物質と右手物質
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医薬が体内で作用する物質は主に
蛋白質である。

蛋白質はＬ–アミノ酸から構築されている。
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Ｌ–アミノ酸 Ｄ–アミノ酸
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Ｌ–アミノ酸からの蛋白質とＤ–アミノ酸からの蛋白質

Ｌ–アミノ酸由来 Ｄ–アミノ酸由来
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ノイラミニダーゼとタミフルの相互作用

有効 無効

O

NHCCH3
NH2

H3CH2COOC
O

•H3PO4



左手物質と右手物質をいかにして構築するか？

触媒*

不斉触媒*
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2001年ノーベル化学賞

触媒的不斉水素化

触媒的不斉酸化

触媒的不斉炭素ー炭素結合
形成反応

官能基変換反応

分子構築の
根源的反応

将来ノーベル賞の光があたるか？



アルドール反応

医薬重要合成
中間体

触媒的不斉合成が可能か？
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2000年当時における触媒的不斉アルドール反応の現状

“大量のLiCl, (CH3)3SiOH, 有機溶媒等が蓄積”
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世界最先端の研究

LiCl, (CH3)3SiOHの共生成物なし

不斉触媒
＋

理想的な有機合成を実現するには

20世紀よりもより多くの困難がある。
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